
学術研究や産業利用の基盤を支える『ビーム物理』
原田寛之（日本原子力研究開発機構 J-PARCセンター）, 坂上和之（早稲田大学理工学術院）

『ビーム物理研究会・若手の会』 : http://beam-physics.kek.jp/bpc/wakate/wakate/index.php

「粒子加速器」、「放射光源」、「レーザー光源」などで生成される様々な
「ビーム」を支える幅広い基礎研究
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学術研究 産業利用

原子力機構/高エネ研 (J-PARC)量研機構・関西研（J-KAREN)

世界最高クラスの
大強度陽子ビーム

世界最高輝度達成

ビーム物理研究の最先端：「高エネルギー化」, 「高輝度・大強度化」, 「高品質化」, 「小型化」

沿革 ：
2017年03月 若手の会の組織化提案
2017年04月 若手科学者ネットワークに登録
2017年08月 若手の会の組織化承認
2018年03月 若手の会の設立
2018年05月 入会申込開始（6/4で2週間）

構成 ： 45歳未満の若手研究者、技術者、学生
会員数（6/1時点） ： 67名（内、学生27名）
幹事会 : 10名（内、顧問2名）

関連する学協会 ：
ビーム物理研究会, 日本物理学会ビーム物
理領域,日本加速器学会, レーザー学会

活動:

研究会（年1回の実施、参加者：40名程度）
若手発表賞の設置（2017年度授賞者4名）
総会（年1回）、世話人会（年1回）
学生受入・採用・公募情報の配信
情報集約、学協会との連携や提言

世界最高クラスの
高強度レーザー

http://beam-physics.kek.jp/bpc/wakate/wakate/index.php

